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令和７年度　武蔵野市立第三中学校　学校評価報告書
【評価　Ａ：十分に達成されている　Ｂ：概ね達成されている　Ｃ：達成がやや不十分である　Ｄ：達成が不十分である】 校長名　竹山　正弘　

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見

○「学校は、教育目標や教育活動
について、学校HPや学校便りなど
で、分かりやすく発信している
（選択肢＝とてもそう思う・そう
思う・あまり思わない・思わな
い）

○保護者アンケートの肯定的回答率＝98％（回答者数132人）
○生徒アンケートの肯定的回答率  ＝97% （回答者数260人）
〇教員アンケートの肯定的回答率  ＝100%（回答者数 22人）

Ａ

ほとんどが肯定的回答であったので、現状
維持に努める。

〇すべての学年で肯定的回答が90％を超えて
いるのは素晴らしい。日頃の先生方の子供た
ちへの思いが届いている。

○「校務改善や見直しにより、子
どもと向き合う時間が増えた」
（選択肢　＝とてもそう思う・そ
う思う・あまり思わない・思わな
い）」

○校務改善に関する取組は進めているものの、教員の肯定的回
答は 28.6％ にとどまった。ただし、日常的に生徒と向き合っ
ている教員ほど、この設問に対して慎重に回答する傾向が見ら
れ、実態との乖離が生じた可能性がある。
〇設問の表現が広く、校務改善の範囲が曖昧であったため、回
答が分散した可能性がある。

Ｂ

・校務改善の具体的な成果（会議時間の削減、
事務作業の効率化など）を明確化し、教員に共
有する。
・次年度のアンケートでは、校務改善の内容を
より具体的に示した設問に見直し、実態を正確
に把握できるようにする。
・教員が「子どもと向き合う時間が増えた」と
実感できるよう、業務の精選と優先順位の整理
を継続する。

●質問の仕方が良くなかったのではないか。
普段から生徒と向き合っている先生方は回答
しにくかったのではないか。
●他の回答から考えると、「校務改善」とい
う言葉の範囲が広過ぎて回答しにくかったの
ではないか。

〇生徒が授業に主体的に
　取り組む態度の育成

① 授業の分かりやすさ
 生  徒：82.8％（昨年度 92.6％）
 保護者：84.1％（昨年度 78.6％）
 教  員：95.2％
→ 三者とも高評価。特に保護者は ＋5.5pt と改善。
② 授業への意欲
 生  徒：85.0％（昨年度 80.1％）
 保護者：77.3％（昨年度 75.7％）
 教  員：100％
→ 生徒は ＋4.9pt と向上。教員評価は満点。
③ 学力向上の実感
 生  徒：81.9％（昨年度 71.0％）→ ＋10.9pt
 保護者：68.9％（昨年度 60.7％）→ ＋8.2pt
→ 学力向上の実感が大幅に改善。

Ａ

〇校内研修で評価基準の共有を継続し、授業改
善を深化させる。

〇家庭学習と授業をつなぐ課題設定・振り返り
の仕組みを強化する。

〇すべての回答で三者とも肯定的意見が上
がっているのは良いことだと思う。教員全員
参加の研究の成果が出ていると思う。

●家庭学習の定着にはまだ課題がありそうな

ので、家庭と連携していってほしい。

〇指導と評価の一体化及び
　ＩＣＴ機器の利活用

〇ICT活用
生  徒：53.8％（昨年度 62.8％）→ −9.0pt
保護者：65.2％（昨年度 55.7％）→ ＋9.5pt
教  員：95％（62％＋33％）
→ 生徒の実感が低下しており、利用の質の向上が必要。

Ｂ

〇ICT活用の成功事例を教員間で共有し、生徒の
活用場面を増やす。

●生徒・保護者と教員の回答の数値の乖離が
気になる。➡生徒、保護者がが考えるICT活用
の概念が変化してきているのではないか。現
在は、AI等の活用が当たり前になってきてい
るので、先生方の認識と乖離しているのか
も。検証が必要である。
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》

　学校関係者からは、授業改善の成果が数値に表れている点が高く評価された一方、ICT活用の質や家庭学習の定着に課題があるとの指摘があった。また、「校務改善」の設問が広く、教員
の実感が反映されにくいとの意見もあった。
　これらを踏まえ、今後は評価基準に基づく授業改善研修を継続し、ICT活用の成功事例を校内で共有することで授業の質をさらに高める。家庭学習については、学習者用端末を活用した振
り返りや課題提示を工夫し、家庭との連携を強化する。また、校務改善の内容を具体化し、教員の負担軽減が実感できる改善策を検討することで、生徒と向き合う時間の確保につなげる。



項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見

〇自主自律の精神を育む
　キャリア教育の充実

〇「将来の生き方や進路について考える取組がある」
　生   徒 97.3％（昨年度 91.8％ → ＋5.5pt）
　保護者 88.6％（昨年度 72.9％ → ＋15.7pt）
→ キャリア教育の充実が生徒・保護者双方に強く認識されている。
〇「道徳・行事等で学んだことを生活に生かしている」
　生   徒 82.0％（30％＋52％）
　保護者 91.7％（33％＋58％）
→ 自主性・自律性につながる価値観の育成が進んでいる。
◇SDGs探究、防災教育、ボランティア活動など、主体的に考え行動
する学習機会が増加いた一方で、活動の「ねらい」や「学びの振り返
り」が学年・教科で統一されていない点が課題である。

Ａ

〇学級活動・道徳で「自分の良さを見つける」活動を
計画的に実施する。

〇行事・授業・キャリア教育の成功体験を可視化し、
生徒が自分の成長を実感できる仕組みを整える。

〇様々な体験的活動とともにあるキャリア教育が充
実していることが生徒の意欲の高さにつながった
ているのではないか。とても良い取組だと思う。

〇自己肯定感を高める
　学校生活

〇「生活習慣が身に付いている」
　生   徒 85.4％（昨年度 79.7％ → ＋5.7pt）
　保護者 90.2％（昨年度 86.4％ → ＋3.8pt）
→ 基本的生活習慣の定着が自己肯定感の基盤となっている。
〇「いじめ防止・対応」
　生   徒 87.7％（昨年度 74.9％ → ＋12.8pt）
　保護者 93.9％（昨年度 62.1％ → ＋31.8pt）
　教員 100％
→ 安心感の向上が自己肯定感の高まりに直結。
〇「行事に楽しんで参加している」
　生   徒 96.2％  　保護者 96.2％
→ 行事での成功体験が自己肯定感を大きく押し上げている。
〇「先生と生徒の信頼関係」
　生   徒 89.2％（43％＋46％）
　保護者 89.4％（30％＋59％）
→ 日常の関わりが肯定的に評価されている。

Ｂ

〇学級活動・道徳で「自分の良さを見つける」活動を
計画的に実施する。

〇行事・授業・キャリア教育の成功体験を可視化し、
生徒が自分の成長を実感できる仕組みを整える。

〇行事による生徒の成長は大きいと思う。これから
も続けてほしい。

〇不登校生徒への個別支援 〇「安心・安全な学校生活が送れる」
　生   徒 96.5％（昨年度 93.1％ → ＋3.4pt）
　保護者 94.7％（昨年度 89.3％ → ＋5.4pt）
→ 学校全体の安心感が、不登校生徒の支援にも良い影響。
〇「先生に相談しやすい」
　生   徒 81.0％（37％＋44％）
　保護者 57％（17％＋40％）
→ 生徒は相談しやすいと感じているが、保護者の認識は低め。
〇「保護者・地域の意見を聞いている」
　保護者 91.7％（昨年度 68.6％ → ＋23.1pt）
→ 保護者との連携が大きく改善。
◇別室登校の仕組みを整備し、個別支援が柔軟に行える体制を確立
することができた。

Ａ

〇別室登校・段階的復帰の流れを明確化し、保護者
に丁寧に説明する機会を増やす。

〇ミライシード・学習者用PCを活用し、不登校生徒の
学習保障を強化する。

〇教員間で支援情報を共有し、学年を超えた支援体
制を整える。

〇不登校生徒への支援が丁寧で、安心して通え
る環境が整っている。
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》

　学校関係者からは、キャリア教育や行事での生徒の主体性が高まっている点が非常に高く評価された。また、不登校生徒への個別支援が丁寧であるとの肯定的意見も多かった。一方で、
生徒主体の活動が学年によって差があること、ICTを活用した個別最適な学びの定着が課題として挙げられた。
　これを受け、総合的な学習の時間における探究活動の系統性を明確にし、学年を超えて主体的な学びを共有する仕組みを整える。さらに、ミライシードや学習者用端末を活用し、成功体
験を積み重ねられる学習環境を整備する。不登校生徒への支援では、段階的復帰の流れを明確化し、保護者との連携を強化することで、安心して学校生活に戻れる体制を充実させる。



項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見

〇校風の継承と体験的な
　学校行事の推進

〇行事への参加意欲が非常に高い
　生   徒 96.2％（昨年度 95.2％）
　保護者 96.2％（昨年度 91.4％）
　→ 運動会・くぬぎ祭・合唱コンクールなど、コロナ禍以前の形に戻し
た行事が高く評価された。
〇「責任ある自由」の校風が行事を通して浸透
　生   徒 88.1％（昨年度 84.0％ → ＋4.1pt）
　保護者 90.9％（昨年度 81.4％ → ＋9.5pt）
　→ 生徒が自ら考え、協力し、主体的に行事をつくる姿が評価されて
いる。
◇体験活動の充実
　・セカンドスクール、職場体験、修学旅行が予定通り実施され、学び
の広がりが生徒の満足度に直結。
◇教員の評価も高い
　「行事に楽しんで参加している」
教員評価：100％（67％＋33％）
→ 行事が生徒の成長の場として機能していることを教員も実感。

Ａ

〇いずれも高い数値を示しているが、すべての生徒
に浸透させるため、行事の「ねらい」「学びの視点」を
事前に明確化し、学年・教科・生徒会で共有する。

〇行事後の振り返りを充実させ、「責任ある自由」を
体現した行動を可視化する。

〇体験活動と市民科の学びを関連付け、地域社会と
のつながりを意識した行事運営を進める。

〇行事のたびに、生徒が自分たちで考えて動いている姿
が本当に印象的である。
〇『責任ある自由』という校風が、確かに子どもたちの中
に根付いていると感じる。

〇運動会やくぬぎ祭、合唱コンクールなど、どの行事でも
先生方が“任せるところは任せる”という姿勢を大切にして
いるのが伝わってきた。

〇体験活動がとても充実していて、子どもたちが学校生
活の中で多くの成功体験を積んでいることがよく分かる。
こうした経験が自己肯定感にもつながっていると思う。

〇地域貢献活動 〇地域への意識が大きく向上
　生　徒：「地域の意見を聞いている」
　　　　 → 87.7％（昨年度 67.5％ → ＋20.2pt）
　保護者：91.7％（昨年度 68.6％ → ＋23.1pt）
　教　員：100％
　→ 地域と学校の連携が確実に強まっている。
〇防災教育の評価が高い
　市防災課・消防署・東部防災会と連携した防災教育を実施。
　生徒・保護者ともに「安心・安全な学校生活」への評価が高い
　生　徒 96.5％
　保護者 94.7％
〇学校の発信が地域理解を促進
　学校の取組を「お便り・HPで伝えている」
　生　 徒 97.3％
　保護者 96.2％
　教　 員 100％
　→ 地域・保護者との信頼関係が強化。

Ａ

〇生徒会を中心に、全校生徒が関わる地域貢献活
動を継続し、「地域の一員としての自覚」を育てる機
会を増やす。

〇防災教育を生徒が自ら考え行動する体験型の学
習に発展させる。

〇HP・お便りで地域との協働を積極的に発信し、地
域理解と協働をさらに深める。

〇地域とともに活動する機会が増えることで、生徒
の地域への目が養われ、視野も広くなっていくと思
う。
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《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》

　学校関係者からは、「行事のたびに生徒が自分たちで考えて動いている姿が印象的だった」「責任ある自由が確かに根付いていると感じる」との肯定的意見が多かったた。また、体験活
動の充実が生徒の成長につながっている点も評価された。一方で、「全員が役割を持てる仕組みが難しそうだ」との課題も示された。これらを踏まえ、今後も行事の目的や学びの視点を事
前に明確化し、学年・教科・生徒会で共有する体制を整える。また、生徒会を中心に全校生徒が関わる地域活動を継続し、体験の幅を広げる。行事後の振り返りを学びにつなげる仕組みを
整え、校風の継承をより確かなものにしていく。



項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見

〇地域防災教育・市民科を通し
た「地域の一員」としての自覚の
育成

◇安心・安全な学校づくりが高評価
　生　 徒96.5％
　保護者94.7％
　教員100％
→ 地域機関と連携した防災教育が、学校全体の安心感を高めてい
る。
◇地域機関との連携体制が強化
市防災課・消防署・東部防災会と協働して防災教育を実施。
→ “学校単独ではなく、地域とともに行う防災教育”が確立。
◇地域の声を学校運営に反映する姿勢が向上
　生　 徒87.7％
　保護者91.7％
　教　 員100％
→ 市民科の学びと地域連携が結びつき、学校運営の質が向上。

Ａ

〇防災教育を「学年主体・生徒主体」で計画し、地域
機関と協働した“継続的な仕組み”として定着させる。

〇市民科の学びと地域連携をさらに結び付け、生徒
が“地域の一員として考える”機会を増やす。

〇学校の情報発信が丁寧で、地域、保護者にとっ
て分かりやすい。

〇地域と協働した防災教育が充実している。

〇地域の声を学校運営に反映しようとする姿勢が
とても良い。

〇防災教育は安全面の検証とともに、これからも
計画的に実施してほしい。

〇いざというときに生徒が防災知識を備えているこ
とは地域にとって有意義である。地域全校的な取
組に広がるといい。

〇地域と協働した取組を、もっと保護者にも分かり
やすく発信したほうが参加者も増えるのではない
か。
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〇保護者・地域と一体となった
教育の推進（学校の協働体制）

◇学校の情報発信が極めて高評価
　生　 徒97.3％
　保護者96.2％
　教　 員100％
→ 学校便り・HPによる“学校の見える化”が進み、信頼が向上。
◇保護者・地域の意見を学校運営に反映する姿勢が大幅に改善
　生　 徒87.7％（＋20.2pt）
　保護者91.7％（＋23.1pt）
　教　 員100％
→ 学校が「意見を聞く組織」へと変化している。
◇保護者との協働による課題解決も高評価
　保護者87.1％
　教員100％
→ 学校と家庭が同じ方向を向いていることが明確。
■課題
保護者の「相談しやすさ」の認識がやや低く、“連携している” と “相
談しやすい” の間にギャップがある。

Ａ

〇保護者が相談しやすい窓口・機会を明確化し、学
校と家庭の協働をさらに強化する。

〇HP・学校便りで、協働の具体例を積極的に発信
し、“学校と地域が一緒に動いている”ことを可視化
する。

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》

　学校関係者からは、地域と連携した防災教育を中学生が主体的に学ぶことの意義が大きいとの肯定的な意見が多く寄せられた。特に、市防災課や消防署、東部防災会と協働して行う学習
は、地域の安全を自分事として捉える貴重な機会であり、学校教育の強みとして評価された。一方で、こうした地域連携の学びを、日常の学校生活や市民科の学習とより結び付け、継続的
な学びとして位置付けていく必要があるとの指摘もあった。今後は、学年ごとの防災学習の系統性を明確にし、事前学習・体験・振り返りを一体化した学習設計を進める。また、地域協働
の取組を学校便りやHPで積極的に発信し、生徒が地域の一員として成長していく姿を共有することで、学校と地域の協働をさらに深めていく。


